
なんでも発表会に出演 

きよせけん玉の“Wa”(以下、きよけん)が 3 月 24

日(日)、ころぽっくるホールで行われた「なんでも発

表会」に出演しました。 

児童の元気なあいさつで始まり、まずはそれぞれ

が得意な技を披露しました。幼児は大皿、小学生は

とめけん、日本一周・世界一周や灯台さかおとし、両

手とめけんのほか、さらに難しい技を組み合わせた

オリジナルの技が見事にきまりました。満員の客席か

らは、技がきまるたびに驚きの声と共に大きな拍手

が起こりました。 

続いて、きよけんの真骨頂けん玉ダンスの発表で

は、５つのチームが息の合った演技を見せました。け

ん玉ダンスとは、曲に合わせてけん玉をするだけで

なく、ステップ中心のダンスを取り入れたパフォーマ

ンスです。まず「パプリカ」では幼児を含むメンバーの

ほとんどが発表会初参加者で、しかも 1か月の短い 

 

 

 

 

練習期間にもかかわらず、かわいらしい振り付けで客

席をなごませました。2 曲目「Blizzard」は保護者有

志と青少年委員、ボランティア、事務局の大人チー

ムです。「GUTS!」と「夏祭り」は昨年10月の市民まつ

りに、「ダイナミック琉球」は１１月の私の体験・主張

発表会に出演したチームで、今回はより高い完成度

を目標に練習を重ねてきました。 

アンコールは「ここに」。チームごとに登場し、最後

は出演者全員でもしかめをして終わりました。客席か

らの手拍子で会場は一体となり、大いに盛り上がりま

した。 
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は、 

清瀬市青少年委員協議会が行っているけん玉の

効果を活用した健全育成事業です。 

子供たちが努力し継続することで得る成功体験

が自己肯定感となり、また失敗や挫折があってもそ

れを乗り越える力を身に付けてほしいと考えていま

す。 

さらに個人として技を磨き、けん玉ダンスで協調

性・団結力を育てます。練習後には自分を振り返り

見つめ直す作文の時間を設けています。 

 “Wa”に「笑」「輪」「和」の意味を込め、楽しく、み

んなで、よい人間関係を築くことを願っています。 

 

 

はじめての子も、上級者も一緒に音楽に合わ

せてけん玉をしませんか。 

 幼児から大人まで無料で参加できます。 

予約不要。貸し出し用けん玉有り。 

 月に 1、2 回、主に児童センター(ころぽっくる)

で活動しています。練習日などくわしくは、 

清瀬市ホームページ→健康・福祉・子育て→清瀬

市青少年委員協議会→きよせけん玉の“Wa” 

をご覧ください。 

 

開催予定日：４/２１，５/１２，６/９， 

６/２３，７/１４(会場は全てころぽっくる) 



 

 

 

 

 

きよせけん玉の“Wa” 2018年度の活動 

 4.22 第 1回 (ころぽっくる)  

 5.13 第 2回 (ころぽっくる)   

 5.20 第 3回 (竹丘地域市民センター) 

 6. 9 国際交流会出演 (アミュー) 

 6.17 第 4回 (アミュー) 

 7.15 第 5回 (アミュー) 

 7.22 バースデーフェスタ出演 (ころぽっくる) 

 8.25 第 6回 (ころぽっくる) 

 9.16 第 7回 (ころぽっくる) 

10. 7 第 8回 (ころぽっくる) 

10.21 きよせ市民まつり出演 (けやき通り) 

11.10 私の体験・主張発表会出演 (けやきホール) 

12. 1 第 9回 (ころぽっくる) 

12.16 第 10回 (竹丘地域市民センター) 

 1.13 上映会＆懇親会 (ころぽっくる)  

 1.20 第 11回 (ころぽっくる) 

 2.24 第 12回 (ころぽっくる) 

 3. 3 第 13回 (ころぽっくる) 

 3.10 第 14回 (ころぽっくる) 

 3.23 なんでも発表会リハーサル (ころぽっくる) 

 3.24 なんでも発表会出演 (ころぽっくる) 

清瀬市青少年委員 

清 水 香津恵 

鈴 木 紀 子 

高 野 裕 樹 

中 西 宣 長 

永 井 厚 子 

永 野 敬 子 

廣 瀬 知 子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きよけん参加者に呼びかけ 32名の親子が集まりました。 

今までの練習風景やイベント出演時の映像を鑑賞したり、保護者

と懇談し有意義な交流の時間となりました。 

そこでの保護者からの嬉しい声をほんの少し紹介します。 

 

☆他校の子供と交流ができるのは素晴らしいし、子供自身が楽し

みにしている。 

☆できないことを認めた上で、上手くなりたいと頑張っている。子

供にとって良い経験になっている。 

☆きよけんに来て、ほめられ認めてもらい自信をつけている。 

☆けん玉のおかげで親子の関わりがとても増えた。 

☆作文の書き方を教えてくれるのでとても役立つ。 私達と一緒に活動しませんか 


